
●研究推進事業：相模原の研究～本市教育における課題を踏まえた研究実践について～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

１  研究主題について  

鶴園小学校では、「なりたい自分になるため

に  つながる力を高める子」を研究主題に掲

げ、音楽科を通じたウェルビーイングの向上

とキャリア教育を推進しています。児童自ら

「やってみたい」と主体的に行動し、仲間と

共に達成感を得ることが、よりよく生きる喜

びにつながると考えています。音楽科には合

唱、合奏など、仲間と合わせることが欠かせ

ません。「つながる力」を育み、そこで得た経

験を他教科等や行事でも活用できるようにし

ています。  

 

２  研究内容  

研究主題のねらいを達成するため、各学年

で年 1 回研究授業を設定しています。 

 今年度は、「なりたい自分になるために」次

の２つについて実践を重ねました。  

①自己肯定感の向上と羞恥心の緩和  

自分の思いを仲間に伝えたり、つなげたり

するために、「心の解放」が重要だと考えてい

ます。音楽は「音程が外れたら・・・」「リズ

ムが違ったら・・・」と表現の技能において

不安になることがよく見受けられます。 

常時活動で行った「かぶらずドレミ」では、  

「ドレミの歌」の旋律をフレーズ毎に分け、

自分の歌いたい部分を選びます。歌うフレー

ズ部分だけ立ち上がり、一人で歌うことがで

きれば、その子の勝ちとなります。音程など

関係なく、一人でできるという自己肯定感を

高めることをねらいとしました。一人で歌っ

たら負けではなく、周りから称賛されること 

 

 

 

 

 

 

 

 

で羞恥心を少しでも

緩和できる場づくり

を意識しました。       

写真【大舞台で旋律を選び

堂々と歌う子どもたち】  

 

②なりたい自分になるための「自己選択」 

 一方的な指導に終始せず、児童が自ら選択

できる環境を整えました。「どのパートで歌い

たいのか」「どの楽器で目標を達成したいのか」

など、主体的に判断ができるようにすること

で、学びの当事者意識を高めました。こうし

た試行錯誤のプロセスこそが「なりたい自分」

を実現する鍵になると考えました。  

 

３  研究のこれから  

学年や発達段階に応じた教師の「働きかけ」

と、児童が仲間と「関わり合う姿」に着目し、

具体的な支援や価値付け、言葉かけの在り方・

発問をより精選していきます。「なりたい自分」

に近づくために、教師の言葉を精選すること

が、さらなる研究推進になると考えています。 

 

４  支援教育の視点  

 鶴園小学校は音楽科の研究を通して、児童

の細やかな変容を見逃さないことを大切にし

ています。音は一瞬で消えてしまうからこそ、

教師は児童の表現や表情を鋭く見取らなけれ

ばなりません。この視点を全教科に共通する

支援の根幹に捉え、視覚的・身体的な手立て

なども講じながら、全ての児童が理解しやす

い授業づくりを推進しています。  
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